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枚
方
議
４
面

０
９
０
１
０
４

井

奥

奥

井

井

議会は、休会中も、常任委員会の所管区分ごとに構成されている委員協議会を開催して、市側の
説明を受け、市政に関する自主的な調査・研究を行っています。委員協議会は、定例月議会の前に
開催されるのが通例ですが、緊急に開催されることもあります。

（１）枚方市駅周辺再整備及び新庁舎整備の状況について 市駅周辺等活性化推進部
（２）枚方市立メセナひらかた会館の指定管理について 市民活動課
（３）ネーミングライツの募集開始等について 資産活用課
（４）工事請負契約締結状況報告（平成 年１月 ３月）について 契約課
（５）平成 年度地方税制改正の概要について 税制課
（６）生産性向上特別措置法の施行に伴う対応について 商工振興課
（７）公益財団法人枚方市文化国際財団について 文化振興課

（１）就学前の教育と保育のあり方に係る一体的・総合的なプランについて 教育政策課、教育指導課
（２）市立学校園における空調設備の整備について まなび舎整備室
（３）学校施設（香里小学校・桜丘小学校）における長寿命化改修他工事について まなび舎整備室
（４）社会教育部所管のスポーツ施設（３施設）の指定管理について スポーツ振興課

（１）ごみの減量目標達成に向けた主な取り組みについて
環境総務課、減量業務室、穂谷川清掃工場、東部清掃工場

（２）廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく事務手数料の追加について 環境総務課
（３）焼却施設ボイラー蒸気管（三次過熱器）更新工事について 東部清掃工場
（４）土砂埋立て等の規制に関する制度について 環境指導課
（５）区域区分及び用途地域の一斉見直しについて 都市計画課
（６）生産緑地制度の見直しについて 都市計画課
（７）枚方市総合交通計画の策定について 土木政策課
（８）都市公園有料施設の指定管理について みち・みどり室
（９）水道事業経営戦略及び下水道事業経営戦略の策定について 上下水道経営室
（ ）中宮浄水場更新事業について 浄水課、都市計画課
（ ）公共下水道第 工区新安居川ポンプ場整備工事（建築）について 雨水整備課

（１）就学前の教育と保育のあり方に係る一体的・総合的なプランについて 子ども青少年政策課
（２）私立幼稚園における２歳児の受入れについて 子育て事業課

委委員員協協議議会会だだよよりり委員協議会だより

総総務務委委員員協協議議会会 ５５月月 日日総務委員協議会 ５月 日
委委 員員 長長 有有 山山 正正 信信 委委員員 前前 田田 富富 枝枝、、野野 口口 光光 男男、、木木 村村 亮亮 太太、、池池 上上 典典 子子、、委 員 長 有 山 正 信 委員 前 田 富 枝、野 口 光 男、木 村 亮 太、池 上 典 子、
副副委委員員長長 工工 藤藤 衆衆 一一 岡岡 林林 薫薫、、西西 田田 政政 充充副委員長 工 藤 衆 一 岡 林 薫、西 田 政 充

文文教教委委員員協協議議会会 ５５月月 日日文教委員協議会 ５月 日
委委 員員 長長 岩岩 本本 優優 祐祐 委委員員 手手 塚塚 隆隆 寛寛、、福福 留留 利利 光光、、大大 塚塚 光光 央央、、千千 葉葉 清清 司司、、委 員 長 岩 本 優 祐 委員 手 塚 隆 寛、福 留 利 光、大 塚 光 央、千 葉 清 司、
副副委委員員長長 広広瀬瀬ひひととみみ 大大森森由由紀紀子子、、上上 野野 尚尚 子子副委員長 広瀬ひとみ 大森由紀子、上 野 尚 子

建建設設環環境境委委員員協協議議会会 ５５月月 日日建設環境委員協議会 ５月 日
委委 員員 長長 漆漆 原原 周周 義義 委委員員 高高 野野 寿寿 陛陛、、松松岡岡ちちひひろろ、、大大 橋橋 智智 洋洋、、大大 地地 正正 広広、、委 員 長 漆 原 周 義 委員 高 野 寿 陛、松岡ちひろ、大 橋 智 洋、大 地 正 広、
副副委委員員長長 妹妹 尾尾 正正 信信 藤藤 田田 幸幸 久久、、堀堀 井井 勝勝副委員長 妹 尾 正 信 藤 田 幸 久、堀 井 勝

厚厚生生委委員員協協議議会会 ６６月月１１日日厚生委員協議会 ６月１日
委委 員員 長長 山山 口口 勤勤 委委員員 田田 口口 敬敬 規規、、堤堤 幸幸 子子、、岡岡 沢沢 龍龍 一一、、野野 村村 生生 代代、、委 員 長 山 口 勤 委員 田 口 敬 規、堤 幸 子、岡 沢 龍 一、野 村 生 代、
副副委委員員長長 中中 武武 貞貞 勝勝 丹丹 生生 真真 人人、、八八 尾尾 善善 之之副委員長 中 武 貞 勝 丹 生 真 人、八 尾 善 之

議
会
は
、
７
月

日
の
本

会
議
で
、

平
成

年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
を
原
案
の
と
お
り
、満

場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
補
正
予
算
は
、
歳
入

歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
９
８

４
０
万
円
増
額
し
、
補
正
後

の
総
額
を
１
３
９
５
億
６
２

１
８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

社
会
福
祉
施
設
等
災
害
復
旧

費
補
助
金
（
国
庫
負
担
分
）

３
０
７
７
万
円
、
災
害
救
助

法
に
基
づ
く
災
害
救
助
費
負

担
金
・
仮
設
住
宅
費
負
担
金

５
３
８
３
万
円
の
増
額
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

一
般
職
員
の
人
件
費
１
億
２

０
６
０
万
円
、
家
屋
被
害
調

査
委
託
料
・
危＊
１

険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
対
策
補
助
金
・
仮
設
住

宅
補
助
金
等
の
災
害
対
応
経

費
７
９
９
９
万
円
、
市
民
会

館
外
構
修
繕
料
・
社
会
福
祉

施
設
等
災
害
復
旧
費
補
助
金

被＊
２

災
建
物
修
繕
補
助
金
等
の

災
害
復
旧
経
費
１
億
５
４
６

２
万
円
の
増
額
、
予
備
費
２

億
５
９
４
０
万
円
の
減
額
で

す
。※

１
万
円
未
満
四
捨
五
入

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
補
助

公
園
に
面
し
て
も
対
象
に

質
問

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

対
策
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

倒
壊
に
よ
る
被
害
防
止
の
観

点
か
ら
、
道
路
以
外
に
も
、

公
園
や
緑
地
を
初
め
、
不
特

定
多
数
が
利
用
す
る
場
所
に

用
語
の
解
説

＊
１

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

対
策
補
助
金

ブ
ロ
ッ
ク
塀

（
道
路
等
に
面
し
、
高
さ

セ
ン
チ

を
超
え
る
も
の
）

等
の
除
却
や
、
除
却
後
に
お

け
る
軽
量
フ
ェ
ン
ス
等
・
生

け
垣
の
新
設
を
対
象
と
し
た

補
助
金
の
こ
と
。

＊
２

被
災
建
物
修
繕
補
助

金

大
阪
北
部
地
震
で
損
壊

し
た
市
内
の
建
物
の
修
繕

（
税
込
み

万
円
以
上
）
を

対
象
と
し
た
補
助
金
の
こ
と
。

い
ず
れ
も
本
市
独
自
の
制

度
で
、
７
月

日
か
ら
は
、

両
補
助
金
の
交
付
申
請
の
受

け
付
け
な
ど
を
担
当
す
る
臨

時
組
織

大
阪
北
部
地
震
被

災
者
支
援
対
策
室

が
設
置

さ
れ
て
い
る
（
下
欄
参
照
）
。

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

申
請
が
増
え
、
予
算
額
を
超

え
た
場
合
の
対
応
を
聞
く
。

答
弁

高
齢
者
や
障
害
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
相
談

窓
口
を
中
心
に
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
は
補
助
金
額
を
増

額
す
る
。
ま
た
、
申
請
状
況

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
補
正
予

算
で
の
対
応
も
検
討
す
る
。

万
円
未
満
の

被 災 建 物
修繕補助金

修
繕
も
対
象
に

質
問

被
災
建
物
修
繕
補
助

金
で
は
、
応
急
的
な
修
繕
と

被災建物修繕等に対する補助金交付の
申し込みなどを受け付ける大阪北部地
震被災者支援対策室の窓口の様子

あ
わ
せ
て
、
耐
震
診
断
・
補

修
の
実
施
を
可
能
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
低
所
得
者
層
の
た

め
、

万
円
未
満
の
修
繕
で

あ
っ
て
も
補
助
対
象
に
す
べ

き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

二
次
被
害
の
防
止
や

建
物
の
安
全
性
の
早
期
確
保

を
目
的
と
し
、
従
来
の
耐
震

補
修
等
へ
の
補
助
と
は
目
的

が
異
な
る
た
め
、
別
制
度
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

災 害
ボランティア
予
算
措
置
の
可
能
性
は

質
問

社
会
福
祉
協
議
会
が

開
設
・
運
営
す
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
経
費

に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
の

対
象
外
と
い
う
が
、
市
の
相

談
窓
口
で
積
極
的
に
同
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
、
活
動
件
数

も
増
え
て
お
り
、
同
協
議
会

の
予
算
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
。

今
後
、
何
ら
か
の
予
算
措
置

を
行
う
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
弁

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
開
設
・
運
営
に

関
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

同
協
議
会
と
協
議
を
進
め
る
。

総
合
文
化
施
設
の
整
備
と

補
正
予
算
と
の
整
合
性
は

質
問

被
災
建
物
の
修
繕
等

に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設

に
向
け
補
正
予
算
を
組
む
中
、

総
合
文
化
施
設
と
い
う
箱
物

整
備
を
進
め
る
の
は
整
合
性

を
欠
く
た
め
、
一
た
ん
立
ち

ど
ま
り
、
市
民
生
活
の
再
建

を
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

市
民
が
二
次
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
安
全
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
被
災
者

が
一
日
も
早
く
市
民
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
に
と
の
観
点
か

ら
、
今
回
の
補
助
制
度
の
創

設
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

低
所
得
者
に

被 災 建 物
修繕補助金

手
厚
い
補
助
を

質
問

被
災
建
物
修
繕
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者

に
手
厚
い
補
助
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
賃
貸
住
宅
が
被
災

し
た
際
、
家
主
が
修
繕
で
き

ず
、
入
居
者
が
転
居
を
強
い

ら
れ
る
場
合
に
は
、
他
市
で

例
の
あ
る
よ
う
に
、
転
居
費

用
や
新
居
の
家
賃
に
対
す
る

補
助
の
実
施
を
要
望
す
る
。

答
弁

市
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
す
る
補
助
金
額
は
、
課

税
世
帯
の
倍
額
と
す
る
予
定

で
あ
る
。

通
学
路
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

除
却
費
用
の
全
額
補
助
を

質
問

近
隣
市
で
は
、
通
学

路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

除
却
費
用
の
全
額
を
補
助
し
、

迅
速
に
危
険
を
取
り
除
こ
う

と
し
て
い
る
。
本
市
で
も
同

様
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁

本
市
で
は
、
市
域
す

べ
て
で
高
さ

セ
ン
チ

を

超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除

却
を
対
象
と
し
、
軽
量
フ
ェ

ン
ス
や
生
け
垣
の
設
置
に
対

す
る
補
助
に
つ
い
て
も
通
学

路
に
限
定
し
て
い
な
い
た
め
、

広
域
的
な
取
り
組
み
に
な
る
。

教
職
員
に
頼
ら
ず

避
難
所
の
運
営
を

質
問

学
校
な
ど
の
避
難
所

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

本
来
は
避
難
所
派
遣
職
員
が

中
心
と
な
る
が
、
住
民
が
避

難
し
て
き
た
後
、
教
職
員
が

中
心
と
な
っ
た
例
も
あ
る
と

聞
く
。
特
に
避
難
所
運
営
が

長
期
に
わ
た
る
場
合
な
ど
は
、

教
職
員
が
い
な
く
て
も
運
営

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

今
後
の
避
難
所
開
設

に
つ
い
て
は
、
指
摘
さ
れ
た

点
を
踏
ま
え
、
課
題
を
整
理

し
、
検
証
を
進
め
る
。

一
戸
建
て
と
集
合
住
宅

被 災 建 物
修繕補助金
同
額
の
交
付
に
疑
問

質
問

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集

合
住
宅
に
は
複
数
世
帯
が
居

住
し
、
建
物
の
規
模
が
大
き

い
た
め
、
地
震
等
の
被
害
も

大
き
く
な
る
が
、
被
災
建
物

修
繕
補
助
金
の
交
付
額
は
、

一
戸
建
て
住
宅
も
集
合
住
宅

も
同
額
で
あ
る
。
こ
れ
で
は

集
合
住
宅
の
住
民
に
納
得
が

得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

同
補
助
金
は
損
壊
し

た
建
物
の
修
繕
を
目
的
と
し

て
お
り
、
対
象
を
世
帯
で
は

な
く
、
一
軒
の
建
物
と
考
え

て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
協
力
を
得
て
実
現
を

質
問

災
害
対
策
で
は
、
二

次
被
害
等
を
防
ぐ
た
め
、
先

手
を
打
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
市
内
を
総
点
検
し
、
個

人
負
担
が
必
要
な
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、
長
期
・
低
利

の
貸
付
制
度
を
設
け
、
市
民

に
協
力
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

市
民
を
支
援
す
る
姿

勢
に
変
わ
り
は
な
く
、自
助
、

共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
き
わ
め
な
が
ら
、
協
働
し

て
災
害
対
応
に
当
た
る
。

至御殿山至御殿山枚方市駅
南口

サンプラザ
１号館

議
会
は
、
７
月

日
の
本

会
議
で
、

平
成

年
度
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

お
よ
び

平
成

復
旧
に
関
す
る
経
費
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

市
内
の
水
道
施
設

耐
震
化
の
状
況
は

質
問

地
震
で
被
害
を
受
け

た
配
水
場
等
の
災
害
復
旧
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
市

内
の
水
道
施
設
の
重
要
度
と
、

耐
震
性
確
保
の
状
況
を
聞
く
。

な
お
、
未
耐
震
化
施
設
へ

の
早
期
対
応
を
要
望
す
る
。

答
弁

日
本
水
道
協
会
の
指

針
で
は
、
配
水
場
、
配
水
池

等
の
全

施
設
が
、
損
壊
し

た
場
合
に
代
替
施
設
が
な
い

た
め
、
重
要
度
区
分
の

１

ラ
ン
ク
に
該
当
す
る
。ま
た
、

現
在
進
め
る
２
配
水
場
の
耐

震
化
が
完
了
す
れ
ば
、
耐
震

化
率
は
約

％
と
な
る
。

市
内
の
水
道
施
設

計
画
的
な
耐
震
化
を

質
問

現
在
、
耐
震
性
を
欠

く
水
道
施
設
は
市
内
に
何
カ

所
あ
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

な
お
、市
民
の
命
を
守
る
た

め
、
さ
ら
に
計
画
的
な
耐
震

化
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

全

施
設
中
、

施

設
で
耐
震
化
を
完
了
し
、
現

在
、
２
配
水
場
の
耐
震
化
に

着
手
し
て
い
る
。
残
り
の
９

施
設
に
つ
い
て
は
、
重
要
度

や
劣
化
状
況
を
見
き
わ
め
な

が
ら
、
計
画
的
に
耐
震
・
更

新
事
業
を
進
め
る
。

議
会
は
、
公
契
約
関
係
競

売
等
妨
害
罪
容
疑
に
よ
る
元

職
員
の
逮
捕
に
つ
い
て

を

案
件
と
し
、
６
月

日
に
全

員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
全
員
協
議
会
は
、
本

市
の
元
職
員
が
公
共
事
業
の

入
札
予
定
価
格
を
漏
え
い
し

た
な
ど
と
し
て
公
契
約
関
係

競
売
等
妨
害
罪
容
疑
で
５
月

日
に
逮
捕
さ
れ
、
ま
た
、

６
月
８
日
に
別
件
同
容
疑
で

再
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

開
か
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
事
件
の
経
過
と

と
も
に
、
秘
匿
性
の
高
い
契

約
関
係
情
報
の
適
正
管
理
に

向
け
、
全
庁
的
に
緊
急
対
応

を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
再
発
防
止
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

内
部
の
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
改
め
て
情
報
管
理
の
あ

り
方
等
を
検
証
・
検
討
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
醸
成

に
向
け
た
対
策
や
、
契
約
制

度
の
検
証
な
ど
を
実
施
し
、

よ
り
公
正
で
清
潔
な
組
織
体

制
づ
く
り
を
着
実
に
実
行
す

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
大
阪
北
部
地

震
お
よ
び
平
成

年
７
月
豪

雨
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
と
、

被
害
を
受
け
た
皆
様
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
は
、
地
震
の
発
生
に

よ
り
発
行
時
期
を
遅
ら
せ
、

通
常
の
６
月
定
例
月
議
会
の

内
容
と
あ
わ
せ
て
、
今
回
の

地
震
を
受
け
て
開
か
れ
た
、

緊
急
議
会
や
全
員
協
議
会
な

ど
の
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
。

枚
方
市
議
会
報
は
、各
会
派

か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構
成

す
る
議
会
報
編
集
委
員
会
で

協
議
・
決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

岡
林

薫

副
委
員
長

木
村

亮
太

委

員

田
口

敬
規

松
岡
ち
ひ
ろ
、
妹
尾

正
信

福
留

利
光
、
山
口

勤

八
尾

善
之

年
度
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

を
原
案
の
と
お

り
、
満
場
一
致

で
可
決
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
補

正
予
算
は
、
大

阪
北
部
地
震
で

被
災
し
た
水
道

施
設
や
下
水
道

施
設
の
補
修
工

事
な
ど
、
災
害

耐震化等の工事が行われている
鷹塚山配水場

５
月

日
に
開
催
さ
れ

た
全
国
市
議
会
議
長
会
第

回
定
期
総
会
で
、
本
市

議
会
の
野
村
生
代
議
員
が

市
政
の
振
興
と
発
展
に
対
す

る
功
績
に
よ
り
、

年
永
年

勤
続
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

な
お
、
６
月

日
に
本
会

議
場
で
、
議
長
か
ら
野
村
議

員
に
対
し
、
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
補
助

対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
こ
と
も
補
助

の
目
的
で
あ
り
、
避
難
場
所

等
の
確
保
の
た
め
、
災
害
時

に
不
特
定
多
数
が
避
難
で
き

る
公
園
や
緑
地
に
面
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
も
対
象
と
す
る
。

申
請
手
続
き
が
困
難
な

被 災 建 物
修繕補助金
高
齢
者
等
へ
の
支
援
は

質
問

被
災
建
物
修
繕
補
助

金
で
は
、
被
災
し
た
高
齢
者

等
へ
の
配
慮
や
、
申
請
手
続

き
が
困
難
な
人
へ
の
支
援
を

被
災
者
支
援
策
を
さ
ら
に

充
実
す
る
よ
う
求
め
賛
成

賛
成
討
論

被
災
者
支
援
の

た
め
、
被
災
建
物
修
繕
補
助

金
の
対
象
に
、一
部
損
壊
を
含

め
た
こ
と
は
一
定
評
価
す
る
。

今
後
は
、

万
円
以
下

の
修
繕
に
つ
い
て
も
支
援
を

行
う

災
害
に
よ
る
住
宅
補

修
と
と
も
に
耐
震
化
が
進
む

よ
う
、
国
の
支
援
策
の
活
用

に
向
け
、
府
へ
働
き
か
け
を

行
う

通
学
路
上
の
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
を
全

額
補
助
す
る

な
ど
、
さ

ら
な
る
支
援
の
充
実
を
求
め
、

本
議
案
に
賛
成
す
る
。

議
会
は
、
７
月
２
日
の
本
会
議
で
、
４
件

の
意
見
書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。意

見
書
と
は

市
の
公
益
（
市
民
の
日
常

生
活
に
か
か
わ
る
公
共
の
利
益
）
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決

し
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す

る
も
の
で
す
。

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不
妊
手
術
の

被
害
者
救
済
を
求
め
る
意
見
書

国
会
及
び
政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ

る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１．
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
不
妊
手
術
の

実
態
調
査
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
。

２．
実
態
調
査
の
際
、
都
道
府
県
が
所
有
す

る
優
生
保
護
審
査
会
の
資
料
な
ど
の
保
全

を
図
る
と
と
も
に
、
資
料
保
管
状
況
の
調

査
を
行
う
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
個
人
が
特

定
で
き
る
資
料
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
心

情
に
配
慮
し
つ
つ
、
で
き
る
限
り
広
範
囲

に
収
集
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

３．
旧
優
生
保
護
法
の
も
と
で
不
妊
手
術
を

受
け
た
障
害
者
ら
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
一
刻
も
早
く
的
確
な

救
済
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

厚
生
労
働
大
臣

地
域
材
の
利
用
拡
大
・
推
進
を

求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強

く
求
め
ま
す
。

記

１．
公
共
建
築
物
の
木
造
化
、
内
装
木
質
化

へ
の
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
の
活
用

に
当
た
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
基

金
化
や
、
森
林
地
域
と
都
市
と
の
連
携
に

よ
る
木
材
供
給
な
ど
の
取
り
組
み
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
助
言

等
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

２．
公
共
建
築
物
の
整
備
に
関
す
る
関
係
省

庁
の
補
助
事
業
に
お
い
て
、
木
材
利
用
を

行
う
施
設
に
係
る
補
助
率
の
か
さ
上
げ
、

基
準
単
価
の
見
直
し
、
優
先
採
択
等
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。

３．
都
市
部
を
含
め
、
中
高
層
、
中
・
大
規

模
の
木
造
公
共
建
築
物
が
普
及
す
る
よ

う
、
直
交
集
成
板
等
の
新
た
な
木
質
部
材

に
関
す
る
技
術
開
発
や
人
材
育
成
に
対
す

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不
妊
手
術
の

被
害
者
救
済
を
求
め
る
意
見
書

地
域
材
の
利
用
拡
大
・
推
進
を

求
め
る
意
見
書

可可
決決
しし
たた
意意
見見
書書（（
要要
旨旨
））

可
決
し
た
意
見
書（
要
旨
）

る
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

４．
病
院
や
介
護
施
設
、
保
育
園
、
学
校
等

を
経
営
す
る
事
業
者
が
施
設
整
備
に
当
た

り
木
材
を
積
極
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

木
材
が
持
つ
調
湿
機
能
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
等
の
特
性
を
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、

各
施
設
に
お
け
る
効
果
的
で
望
ま
し
い
木

材
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
経
営
者
、

設
計
者
、
施
行
者
等
が
参
画
し
て
検
討
、

検
証
を
行
う
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
。

５．
木
材
製
品
を
安
定
的
、
効
率
的
に
供
給

す
る
た
め
、
木
材
加
工
流
通
施
設
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
木
材
利
用
を
拡
大
す
る

た
め
、
発
電
利
用
や
熱
利
用
が
可
能
な
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
施
設
を
整
備

し
、
木
材
産
業
の
競
争
力
強
化
を
図
る
こ

と
。提

出
先

総
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣

日
本
年
金
機
構
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
複
雑
化
し
た
年
金
制
度
を
正
確

か
つ
公
正
に
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同

機
構
の
信
頼
回
復
に
向
け
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、
左

記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１．
外
部
有
識
者
の
調
査
組
織
に
よ
り
業
務

プ
ロ
セ
ス
を
徹
底
的
に
検
証
す
る
こ
と
。

２．
委
託
業
者
の
作
業
進
捗
管
理
手
法
や
納

品
物
の
検
証
・
監
査
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
。

３．
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号

等
、
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
の
あ
り

方
を
再
検
討
す
る
こ
と
。

提
出
先

厚
生
労
働
大
臣

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
地
方
教
育
行
政
の
実
情
を
十
分

に
認
識
し
、
地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育

行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１．
計
画
的
な
教
職
員
定
数
の
改
善
を
推
進

す
る
こ
と
。

２．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
、
向

上
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
を
堅
持
し
、
教
育
予
算
の
拡
充
を
行

う
こ
と
。

提
出
先

財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

日
本
年
金
機
構
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

枚 方 市 議 会 報年（平成 年） 月 日 第 号


